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静
岡
市
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ク
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合
会 

会
長
　
朝
倉 

隆
彌

平
成
27
年
度 

静
岡
市
老
連
定
時
総
会
・
表
彰
式

　

平
成
27

年
度
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ

静
岡
市
の

会
長
に
選

任
を
頂
き
ま
し
た
朝
倉
隆
彌
で
ご

ざ
い
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
会
員
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
ご
支

援
に
よ
り
ま
し
て
、
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
静
岡
市
の
目
標
と
使
命
を
果
た

す
べ
く
努
力
す
る
覚
悟
で
す
。
服

部
前
会
長
同
様
ご
協
力
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
を
取
り
巻
く
環

境
は
皆
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
超
高

齢
化
社
会
に
近
づ
い
て
き
て
お
り

ま
す
が
、
社
会
保
障
関
係
、
特
に

医
療
、
年
金
、
介
護
等
悪
化
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

平
成
27
年
度
一
般
社
団
法
人
静

岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
表
彰

式
と
第
5
回
定
時
総
会
は
6
月
2

日
（
火
）
清
水
テ
ル
サ
で
３
０
０

人
の
出
席
に
よ
り
、
愛
称
を
今
年

度
か
ら
「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡

市
」
と
し
て
記
念
す
べ
き
最
初
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
賓
は
静
岡
市
議
会
繁
田
和
三

議
長
、
静
岡
市
高
齢
者
福
祉
課
羽

根
田
信
人
課
長
、（
一
財
）
静

岡
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
松
本

庄
次
会
長
の
3
人
の
方
々
を
お

迎
え
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
繁
田
議
長
は
今
年

の
プ
ロ
野
球
の
開
幕
戦
で
巨
人

軍
の
原
辰
徳
監
督
が
言
っ
た

「
汗
を
流
す
べ
き
時
に
汗
を
流

さ
な
い
と
そ
の
汗
は
や
が
て
涙

に
な
る
」「
わ
れ
わ
れ
も
そ
の

況
を
見
る
に
つ
け
、
我
々
は
出
来

る
限
り
国
や
社
会
に
頼
る
こ
と
な

く
自
主
自
立
、
相
互
扶
助
の
考

え
、
心
を
会
員
同
士
で
育
て
て
い

か
な
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
一
番
の
問
題

は
、
高
齢
者
の
増
加
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
者
が
少

な
く
、
毎
年
会
員
の
減
少
が
続
い

て
い
る
こ
と
で
す
。
会
員
の
皆
さ

ん
、
仲
間
づ
く
り
、
会
員
増
強
運

動
は
我
々
自
身
の
た
め
で
も
あ
り

ま
す
。

　

本
年
は
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

が
こ
こ
静
岡
市
で
10
月
に
開
催
さ

れ
ま
す
。
会
員
増
強
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
意
見
、
決
議
が
な
さ
れ

る
か
会
員
の
皆
さ
ん
注
意
深
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動

は
、
会
員
の
参
加
、
行
動
に
よ
り

生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
、
生
活

を
豊
か
に
す
る
楽
し
い
活
動
に
な

る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
あ

っ
て
良
か
っ
た
入
っ
て
良
か
っ
た

と
い
わ
れ
る
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
な

り
ま
す
よ
う
に
一
生
懸
命
務
め
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
指
導
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就

任
の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

皆
に
愛
さ
れ
る
ク
ラ
ブ
を
め
ざ
し
て

「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
」新
た
な
ス
タ
ー
ト
!!

表
彰
式
で
は
29
名
、一
団
体
が
受
章
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役
員
10
年
功
労
者
（
14
名
）

【
葵
　
区
】
滝
浪
静
枝

【
駿
河
区
】
光
井
ト
ミ

【
清
水
区
】
榊
原
繁
子

滝
八
重
子

片
瀬
千
保

下
田
富
士
夫

望
月
和
代

村
田
吟
子

柳
本
文
枝

森
川
七
郎

松
原
よ
し
江

菅
沼
俊
治

根
石
う
め

望
月
ま
つ
江

役
員
5
年
功
労
者
（
15
名
）

【
葵
　
区
】
梶
　
富
造

鈴
木
康
介

水
上
　
博

大
橋
一
夫

長
倉
　
弘

【
駿
河
区
】
小
林
利
弘

【
清
水
区
】
杉
山
　
巌

遠
藤
保
治

高
津
章
平

池
谷
君
江

齋
藤
　
篤

石
野
　
稔

千
田
　
充

二
階
堂
富
士
雄

鯵
岡
鉄
太
郎

優
良
ク
ラ
ブ
（
1
団
体
）

【
葵
　
区
】
大
岩
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
千
寿
会

平
成
27
年
度 

被
表
彰
者

永
年
の
功
績
に
感
謝
!!

勤
め
か
ら
し
っ
か
り
と
市
民
の
皆

様
の
ご
期
待
に
添
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡

市
の
中
心
的
な
リ
ー
ダ
ー
の
皆
様

は
こ
の
先
、
高
齢
者
が
多
い
と
か

人
口
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
で
、

お
力
を
ふ
ん
だ
ん
に
発
揮
し
、
静

岡
市
の
為
に
ご
尽
力
を
賜
り
た

い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
県
老
連
の
会
長
が
わ
れ

わ
れ
の
総
会
に
初
め
て
お
見
え
に

な
り
ま
し
た
。
松
本
会
長
は
今
年

の
10
月
に
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

が
静
岡
市
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ

れ
に
向
け
た
「
県
下
全
会
員
が
一

丸
と
な
っ
て
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大

会
を
成
功
さ
せ
よ
う
」
と
い
う

色
紙
を
持
参
し
て
登
場
さ
れ
、

「
全
国
で
百
万
人
増
強
運
動
を

展
開
中
で
す
が
、
実
情
は
増
え

る
ど
こ
ろ
か
年
間
4
千
人
と
い

う
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
」「
今
ま
で
の
入
会
交

渉
に
一
人
で
で
は
な
く
、
3
人

4
人
の
グ
ル
ー
プ
で
臨
む
の
が

良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
」「
県
老
連
会
長
と
い
う
立

場
上
皆
様
に
頑
張
っ
て
も
ら
っ

て
、
目
標
を
達
成
で
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
」
と
話
を
さ

れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
総
会
に
先
立
ち
行

わ
れ
、
10
年
表
彰
14
名
、

5
年
表
彰
15
名
、
優
良
ク

ラ
ブ
1
団
体
の
方
々
が
、

そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ま
で
の
功

労
を
称
え
ら
れ
表
彰
を
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
前
回
に
引
き

続
き
「
会
員
の
連
帯
を
深

め
、
仲
間
づ
く
り
を
進
め

よ
う
」
の
目
標
な
ど
を
提

案
ど
お
り
採
択
し
、
朝
倉

隆
彌
新
会
長
を
選
出
し
て

総
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

（
水
上 

博
）

全会員が一丸となり、増強運動を推進していこう
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大 会 結 果

　

本
年
10
月
28
日（
水
）〜
29
日（
木
）の
2
日
間
、

市
内
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
に
お
い
て
、
第
44
回
全
国
老

人
ク
ラ
ブ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。「
の
ば
そ
う
！

健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
発
展
と

高
齢
者
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
、
静
岡
市
で
は

始
め
て
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
全
国
各
地
か
ら
約

2
千
名
の
会
員
の
参
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
主

催
は
、
全
国
老
連
と
静
岡
県
老
連
で
す
が
、
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
も
開
催
地
の
地
元
と
し
て
、
出

演
・
発
表
か
ら
参
加
者
受
入
れ
ま
で
多
く
の
協
力

を
行
う
予
定
で
す
。

　

１
日
目
の
活
動
交
流
部
会
で
は
、
県
女
性
委
員

会
の
一
員
と
し
て
多
く
の
女
性
委
員
が
レ
ク
ダ
ン

ス
な
ど
を
発
表
し
ま
す
。
リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
は
、
県
大
会
上
位
入
賞
者
の
女

性
会
員
に
よ
る
披
露
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
２
日

目
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
清
水
区
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
合
唱
が
あ
り
ま
す
。
お
客
様
に
お

渡
し
す
る
記
念
品
の

チ
ャ
ッ
ピ
ー
人
形
も
、

女
性
委
員
の
皆
さ
ま

が
愛
ら
し
い
表
情
で

出
来
上
が
る
よ
う
苦

心
し
て
製
作
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

６
月
29
日
（
月
）
清
水
総
合
運

動
場
体
育
館
に
て
、
21
地
区
40
チ

ー
ム
に
よ
る
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

　

結
果
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
上
位
2
チ
ー
ム
は
県
大
会
へ

出
場
し
ま
す
。（
鈴
木 

泰
造
）

記念すべき第 1 回大会
　由比Ｂチーム圧勝 !!

第 1 回清水区支部輪投げ大会　開催1 チーム 6 名（男女各 3 名）
得点：1 ゲーム 2 セットを 2 ゲーム

順　位 地　区 チーム 得点

優　勝 由 比 地 区 由比Ｂ 578

準優勝 由 比 地 区 由比Ａ 542

第３位 高 部 地 区 天王町桜木会 528

第４位 不二見地区 不二見Ａ 481

第５位 不二見地区 不二見Ｂ 470

第６位 高 部 地 区 高部鳥坂 469

優勝の由比Ｂチームと準優勝の由比Ａ
チーム　おめでとうございます

日頃の練習の成果を発揮して…

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が

　

静
岡
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
!!

みんなで成功させよう !!
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選
手
３
７
０
人
、
74

チ
ー
ム
（
昨
年
よ
り
2

チ
ー
ム
増
加
）
が
参
加

し
多
く
の
声
援
が
響
く

中
、
随
所
に
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

1
回
戦
は
リ
ー
グ

戦
（
原
則
３
チ
ー
ム
）、

2
回
戦
以
降
は
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
方
式
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
全
試
合
を
通

「
西
奈 

草
の
実
会
」
74
チ
ー
ム
の
頂
点
に
!!

第
11
回
　
葵
区
支
部
　
輪
投
げ
大
会
　
開
催
日
／
5
月
22
日
（
金
）　
場
所
／
静
岡
市
中
央
体
育
館

順　位 学地区 クラブ名

優　勝 西　奈 草の実会

準優勝 美　和 睦美会

第 3 位
美　和 芦寿会

麻　機 麻丘クラブ A

第 5 位

一番町 屋形町新明会

麻　機 猿田川 A

中藁科 葉桜会

麻　機 麻丘クラブ B

じ
て
の
最
高
得
点
（
同

時
2
回
分
で
）
は
、
チ

ー
ム
単
位
で
は
３
０
６

点
（
選
手
平
均
61
・
2

点
）、
選
手
個
人
で
は

90
点
と
、
実
に
見
事
な

も
の
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
会
長
以
下

担
当
役
員
に
よ
る
早
朝

か
ら
の
会
場
づ
く
り
か

ら
始
ま
り
、
選
手
み
な

さ
ん
の
元
気
あ
ふ
れ
る

プ
レ
ー
が
数
多
く
見
ら

れ
た
大
会
も
、
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

来
年
度
も
、
更
に
多

く
の
皆
様
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
、
会
員
加
入

促
進
の
一
助
に
な
れ
ば

と
、
大
い
に
期
待
し
て

い
ま
す
。（
大
村 

明
久
）

大

会

結

果

優勝した草の実会のみなさん

みんなで輪の行
方を見守ります

大会を縁の下で
支える計算係の
みなさん

競技前にラジオ体操で体をほぐします
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大 会 結 果

　5 月 20 日（水）静岡市中央体
育館にて 85 チーム 425 名が参加
して開催されました。4 ブロック
に分かれ予選リーグ戦を戦い、上
位チームによるトーナメント方式
で順位を決定しました。

ブロック 順　位 学地区 クラブ名 得点

第 1
優　勝 長田東 丸子新田 C 250

準優勝 西豊田 TeToTe 203

第 2
優　勝 長田北 向敷地第 2 向寿会 C 171

準優勝 長田東 みずほ一丁目 A 166

第 3
優　勝 長田東 丸子新田 A 205

準優勝 富士見 登呂 2 丁目寿会 C 169

第 4
優　勝 南　部 仲好会 A 194

準優勝 富士見 登呂 1 丁目楽友会 B 144

　選手の皆さんは仲間の応援を受
け、日頃の練習成果を発揮して懸
命に輪を得点台のピンに向かって
投げ、優勝を目指す意気込みで頑
張っていました。大会結果は次の
とおりです。（浦田 翠）

第 11 回　駿河区支部輪投げ大会

熱
戦
展
開

85
チ
ー
ム
が

　
優
勝
目
指
し
競
う

仲間の声援を受け…

表彰式　チームで頑張った結果です
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　雨天順延になっていた大会
が 5 月 22 日（金）、 ようやく
晴天に恵まれ新興津緑地公園広
場において開催されました。清
水区内 20 地区の男女合わせて
１８４名の参加者があり、勝ち
抜きの個人戦で行われました。

選手には 90 歳以上の方も 8 名
いて、元気にプレーをされてい
ました。
　開会式では、朝倉会長より「他
のスポーツが出来ない人も親睦
を図るためにも、楽しい一日を
過ごしてください」との挨拶が

あり、誰でも参加できるスポー
ツだと思いました。周りの緑に
囲まれ、爽やかな風に吹かれ、
皆さん楽しみながら一生懸命に
ゲームをしておりました。
　試合前、ある 90 歳の女性は

「日頃、月 2 回の練習に参加し
若い人の足を引っ張らないよう
に頑張っています」と話してい
ましたが、準決勝まで勝ち進み
ました。おめでとうございます。
　決勝戦は海辺の強い浜風が吹
き、時折目を開けていられない
ほどに舞い上がる砂埃の中、選
手の皆さんも苦戦をして大変だ
ったと思います。お疲れさまで
した。
　実行委員の方々も朝早くから
一日ありがとうございました。
感謝申し上げます。（清水 惠代）

大 会 結 果男性の部 女性の部

順　位 地　区 氏　名

優　勝 清　水 三橋諄太郎

準優勝 不二見 中村　哲治

第３位 興　津 河原崎正治

第４位 高　部 山田　昇　

第５位 折　戸 岸山　雄治

第６位 飯　田 勝亦　久　

順　位 地　区 氏　名

優　勝 岡 梨本　和江

準優勝 有　度 村岡　ぎん

第３位 袖　師 伊藤　政子

第４位 三　保 宮城島せい

第５位 船　越 鈴木　博子

第６位 岡 村尾　栄　

第６回清水区支部クロッケー大会
90 歳以上８名も元気に参加

久し振りの晴天に恵まれました
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静 岡 市 老 連  主 な 行 事 予 定

　　　　　　　事業名 日時 備考

第２回ペタンク大会
12月4日（金）
※予備日12月8日（火）

清水庵原球場多目的広場

第44回全国老人クラブ大会 10月28日（水）〜29日（木） グランシップ

　　　　　事業名 日時 備考

グラウンド・ゴルフ大会
7月23日（木）
※予備日7月28日（火）

松富スポーツ広場

スポーツ大会 10月9日（金） 中央体育館

葵区・駿河区合同作品展 11月11日（水）〜15日（日） 市民ギャラリー

芸能発表会＆リフォーム
ファッションショー

平成28年1月20日（水） 市民文化会館

　　　　　事業名 日時 備考

グラウンド・ゴルフ大会
7月23日（木）
※予備日7月28日（火）

松富スポーツ広場

ペタンク大会
9月9日（水）
※予備日9月15日（火）

松富スポーツ広場

スポーツ大会 10月22日（木） 中央体育館

駿河区・葵区合同作品展 11月11日（水）〜15日（日） 市民ギャラリー

芸能発表会 平成28年1月20日（水） 市民文化会館

　　　　　　事業名 日時 備考

ボウリング大会 7月17日（金） 狐ヶ崎ヤングランドボウル

グラウンド・ゴルフ大会
9月8日（火）
※予備日9月10日（木）

新興津緑地公園多目的広場

スポーツ大会
10月23日（金）
※予備日11月13日（金）

清水庵原球場多目的広場

清水福祉総合文化祭作品展 11月6日（金）〜9日（月） はーとぴあ清水

芸能発表会 平成28年1月21日（木） 清水文化会館マリナート

市老連

葵　区

駿河区

清水区
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「
ハ
ア
～
♪
朝
も
早
か
ら
…

♪
」
の
歌
の
文
句
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
久
能
学
地
区
（
6
自

治
会
）
で
唯
一
の
ク
ラ
ブ
で
あ

る
安
居
睦
寿
会
の
会
員
さ
ん
の

生
活
は
、
朝
は
早
く
か
ら
苺
つ

み
、
生
姜
の
根
っ
こ
取
り
、
葉

物
野
菜
の
束
つ
く
り
、
袋
詰
な

ど
、
体
を
休
め
る
間
も
な
く
生

涯
現
役
と
張
り
切
り
、
家
族
の

一
員
と
し
て
作
業
に
勤
し
ん
で

い
る
方
が
多
い
の
が
、
当
ク
ラ

ブ
の
特
徴
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
「
忙
し
い
忙
し
い
」

と
日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
安
居
自
治
会
の
一
員

と
し
て
誇
り
を
持
ち
、
生
涯
の

友
と
な
る
よ
う
な
仲
間
づ
く
り

を
し
よ
う
と
、
ど
ん
な
に
忙
し

い
と
き
で
も
月
1
回
（
月
曜
日

か
金
曜
日
の
仕
事
休
み
の
日
）

は
、
つ
ど
い
の
家
に
集
ま
り
季

節
の
行
事
な
ど
を
皆
で
行

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

年
2
回
の
親
睦
旅
行
、
神

社
の
清
掃
作
業
、
正
月
用

の
生
け
花
、
S
型
同
様
の

活
動
等
々
、
少
な
い
会
員

で
す
が
、
手
づ
く
り
弁
当

持
参
で
た
の
し
く
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
も
で
き
る
だ
け

市
老
連
主
催
の
事
業
へ
は

参
加
を
し
よ
う
と
、
合
同

作
品
展
の
出
展
に
向
け
、

ち
ぎ
り
絵
作
品
と
手
芸
品
（
展

示
後
は
久
能
こ
ど
も
園
へ
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
予
定
）
の
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
毎
年
行
っ

て
い
る
ミ
ニ
敬
老
会
は
、
自
治

会
主
催
の
敬
老
会
に
先
駆
け

１
０
０
歳
を
迎
え
る
会
員
さ
ん

を
祝
い
、
色
紙
へ
の
寄
せ
書
き

や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
の
サ
プ

ラ
イ
ズ
等
、
趣
向
を
こ
ら
し
た

集
い
に
し
た
い
と
意
気
込
ん
で

い
ま
す
。

　

今
は
女
子
会
に
等
し
い
会
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
睦
寿
会
を
明

る
い
睦
寿
会
・
元
気
な
睦
寿

会
・
た
の
し
い
仲
間
の
睦
寿
会

と
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 駿 河 区 》

久
能
学
区
　
安
居
睦
寿
会
　
大
石
眞
由
美

元
気
な
活
動
は
日
々
の
充
実
か
ら

今年の作品展にも多くの作品を出展する予定です

伊豆下田の観音温泉にて
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私
た
ち
の
住
む
若
松
町
は
静

岡
浅
間
神
社
の
西
側
に
広
が
る

住
宅
地
の
一
角
に
あ
り
、
四
車

線
環
状
道
路
が
走
り
そ
の
両
側

に
は
新
し
い
大
型
店
が
並
ん
で

い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
周
り
に

は
古
く
か
ら
の
住
宅
が
入
り
交

じ
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
若
松

会
は
5
～
6
年
前
は
50
名
余
り

の
大
所
帯
で
し
た
が
年
々
会
員

が
減
少
し
、
今
年
は
32
名
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
会
員
は

力
を
合
わ
せ
て
自
分
た
ち
の
健

康
と
会
員
同
士
の
絆
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
7
年
公
民
館
の
完
成
と
同

時
に
ナ
ツ
メ
ロ
同
好
会
が
出
来

ま
し
た
。
現
在
会
員
17
名
で
毎

月
2
回
の
練
習
と
月
2
カ
所
の

老
人
ホ
ー
ム
へ
の
慰
問
を
欠
か

さ
ず
行
っ
て
い
ま
す
。
一
時
期

中
断
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
再
開
し
、
今
年
は
6
年
目
に

な
り
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
へ
の
慰
問

で
は
、
毎
回
童
謡
や

流
行
歌
と
皆
さ
ん
の

知
っ
て
い
る
カ
ラ
オ

ケ
を
歌
い
、
そ
の
中

に
寸
劇
な
ど
も
入
れ

て
ホ
ー
ム
の
方
が
少

し
で
も
元
気
に
な
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
と
励
ん
で
い
ま

す
。「
こ
ん
に
ち
は

若
松
会
の
カ
ラ
オ
ケ

親
睦
会
で
す
」
と
の

掛
け
声
で
私
た
ち
の

ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 葵  区 》

慰
問
が
始
ま
り
ま
す
。「
う
れ

し
い
よ
、
あ
ん
た
た
ち
が
来
る

の
を
首
を
長
く
し
て
待
っ
て
い

た
よ
」
と
顔
い
っ
ぱ
い
の
笑
み

を
う
か
べ
て
喜
ん
で
く
れ
る
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
、「
次
は
い
つ
来

る
ん
だ
」
と
聞
く
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
こ
ん
な
人
た
ち
の
言
葉
を

背
に
受
け
て
ま
た
頑
張
る
ぞ
と

体
に
力
が
入
り
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
週
日
曜
日
に
は
気

の
合
っ
た
人
た
ち
が
手
弁
当
を

持
っ
て
公
民
館
に
集
ま
り
ま

す
。
公
民
館
は
一
日
中
借
り
て

あ
る
の
で
、
何
の
気
兼
ね
も
な

く
の
ん
び
り
と
談
笑
し
ま
す
。

ま
た
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
演
奏
す
る

人
や
話
し
疲
れ
て
横
に
な
っ
て

お
昼
寝
を
す
る
人
な
ど
、
時
が

過
ぎ
る
の
も
忘
れ
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
一
日
が
終
わ
り
ま
す
。

　

今
私
た
ち
の
抱
え
て
い
る
問

題
は
、
新
し
い
世
代
を
担
う
若

手
会
員
の
加
入
が
な
か
な
か
進

ま
な
い
こ
と
で
す
。
こ
の
方
々

に
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
必
要
性
を

ど
う
し
た
ら
理
解
し
て
い
た
だ

け
る
の
か
と
日
夜
腐
心
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

思
い
出
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
楽
し
く
歌
う

安
西
学
区
　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
若
松
　
杉
山
　
幸
男

6年目となるホームへの慰問　今後も続けていきます



（11）第 21 号 市 老 連 だ よ り 平成 27 年 7 月発行

私たちは静岡市老人クラブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

私
た
ち
飯
田
地
区
の
八
坂
北

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
紹
介
を
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
場
所
を
大
ま
か

に
説
明
し
ま
す
と
、
清
水
の
イ

ン
タ
ー
付
近
、
国
一
バ
イ
パ
ス

か
ら
北
側
の
旧
清
水
清
掃
工
場

南
側
ま
で
の
一
帯
で
、
新
興
住

宅
街
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
八
坂
北
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
の
活
動
の
基
本
理
念
は
、「
健

康
・
友
愛
・
奉
仕
」
と
「
仲
間

づ
く
り
」
で
す
。
会
員
み
ん
な

で
話
し
合
い
協
力
し
、
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
を
楽
し
く
盛
り
上
げ
る

よ
う
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

基
本
理
念
に
掲
げ
た
1
つ
目

の
「
健
康
」
に
つ
い
て
は
、
ク

ロ
ッ
ケ
ー
の
練
習
を
大
田
切
公

園
で
毎
週
行
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
や
輪
投
げ
、
ペ
タ
ン
ク
な
ど

も
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は

主
に
そ
れ
ぞ
れ
大
会
が
近
づ
い

た
時
に
ク
ロ
ッ
ケ
ー
の
練
習
と

合
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま

す
。

　

次
に
2
つ
目
の
「
友

愛
」
に
つ
い
て
で
す
。

ひ
と
り
暮
ら
し
や
体
の

不
自
由
な
方
は
地
域
で

孤
立
し
が
ち
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
会
員

が
出
な
い
よ
う
に
、
共

に
悩
み
、
慰
め
励
ま
す

な
ど
、
会
員
同
士
で
気

を
遣
い
、
お
互
い
に
連

絡
を
取
り
合
い
な
が
ら

相
互
扶
助
の
精
神
で
見

守
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

3
つ
め
の
「
奉
仕
」
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
小
学
校
児
童
と

の
世
代
間
交
流
や
登
下
校
時
の

見
守
り
な
ど
、
今
ま
で
の
経
験

や
知
識
を
生
か
し
た
活
動
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
公
園

の
清
掃
作
業
、
自
治
会
と
連
携

し
て
の
防
犯
・
防
災
活
動
な

ど
、
安
心
安
全
な
街
づ
く
り
に

自
分
た
ち
の
出
来
る
範
囲
で
協

力
を
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
は
「
仲
間
づ
く
り
」
で

す
。
地
域
で
の
交
流
を
は
か
り

絆
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
親
睦

旅
行
や
踊
り
、
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
、
趣
味
や
文
化
活
動
を
通
し

て
友
人
づ
く
り
を
し
て
い
ま

す
。
少
し
ず
つ
会
員
が
減
少
す

る
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
地
域
の
適
齢
者
に
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
へ
の
参
加
を
積
極
的
に

呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
仲
間
と
出

会
い
語
り
合
い
、
新
し
い
趣
味

を
見
つ
け
て
挑
戦
し
、
お
互
い

に
楽
し
い
人
生
を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま

す
。

ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 清 水 区 》

地
域
で
育
む
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
活
動

飯
田
地
区
　
八
坂
北
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
新
藤
　
勝
治

クロッケーの練習には多くの仲間が集います
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小
長
井
志
津
江
さ
ん
は
と
て

も
友
愛
精
神
の
強
い
人
で
あ
り

ま
す
。
身
の
周
り
の
困
っ
た
人

を
見
掛
け
る
と
、
積
極
的
に
声

を
掛
け
人
助
け
を
し
て
、
徹
底

し
て
面
倒
を
見
る
人
で
す
。

　

最
近
ま
で
、
近
所
で
ひ
と
り

暮
ら
し
を
し
て
い
る
女
性
の
面

倒
を
5
年
以
上
見
て
い
た
そ
う

で
す
。
女
性
の
親
族
も
少
な

く
、
あ
ま
り
人
も
近
寄
る
こ
と

が
無
か
っ
た
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
助
け
を
し
た
そ
う
で
す
。

女
性
と
は
以
前
か
ら
の
知
り
合

い
で
、
こ
れ
ま
で
長
年
培
っ
て

き
た
絆
が
こ
の
友
愛
関
係
の
礎

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
話

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
自
宅
の
茶
の
間
を
開
放

し
て
、
2
ヵ
月
に
一
度
第
2
向

寿
会
の
仲
間
と
仲
良
し
お
し
ゃ

べ
り
会
を
し
て
い
ま
す
。
今
ま

で
暮
ら
し
て
き
た
地
域
や
昔
の

思
い
出
話
な
ど
、
み
ん
な
で
楽

し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
、
多
く
の

笑
顔
に
囲
ま
れ
て
過
ご
す
充
実

し
た
一
日
と
な
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
小
長
井
さ
ん
が
子
ど
も

の
頃
の
小
長
井
家
で
は
、
父
母

を
中
心
に
音
楽
が
好
き
で
、
家

族
み
ん
な
で
映
画
を
観
た
り
地

元
の
民
謡
大
会
な
ど
に
参
加
し

て
楽
し
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

　

特
に
記
憶
に
残
る

思
い
出
と
し
て
、
昭

和
50
年
代
に
テ
レ
ビ

出
演
の
抽
選
会
で
小

長
井
家
が
当
選
し
、

家
族
み
ん
な
で
び
っ

く
り
し
て
大
喜
び
を

し
た
そ
う
で
す
。
こ

れ
は
浜
松
市
内
の
会

館
落
成
を
記
念
し
て
浜
松
市
が

主
催
し
、
タ
レ
ン
ト
の
萩
本
欽

一
さ
ん
が
司
会
を
し
た
「
日
本

一
の
お
母
さ
ん
」
と
い
う
番
組

で
、
10
組
の
家
族
が
出
演
を
し

た
そ
う
で
す
。

　

当
日
の
楽
屋
で
、
欽
ち
ゃ
ん

か
ら
「
番
組
を
面
白
く
す
る
た

め
の
裏
話
を
用
意
し
て
く
だ
さ

い
」
と
の
話
が
あ
り
、
本
番
で

は
欽
ち
ゃ
ん
か
ら
の
質
問
に
家

族
み
ん
な
で
答
え
、
会
場
を
爆

笑
の
渦
に
巻
き
込
む
こ
と
が
出

来
た
そ
う
で
す
。
最
終
審
査
で

私
た
ち
小
長
井
家
が
1
位
と
な

っ
た
こ
と
が
大
変
嬉
し
く
、
今

で
も
大
切
な
思
い
出
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
る
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。（
鈴
木 

富
男
）

 

過去に出演した民謡発表会
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楽
し
い
釣
り
の
時
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
賤
機
学
区
　
松
寿
会
　
富
田
　
妙
子

　

私
は
孫
と
一
緒
に
時
々
釣
り
に
い
き
ま
す
。
6
年
生

の
男
の
子
で
す
が
、
4
歳
頃
か
ら
釣
り
に
連
れ
て
行

き
、
今
で
は
釣
り
が
大
好
き
で
す
。
エ
サ
も
手
早
く
上

手
に
付
け
、「
早
く
釣
り
た
い
」
っ
て
気
持
ち
が
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。
孫
が
言
う
に
は
、
魚
が
食
い
つ
く
時
の

『
ビ
ビ
ビ
ッ
!!
』
と
い
う
と
き
が
た
ま
ら
な
く
、
な
ん

と
も
言
え
な
い
最
高
の
瞬
間
だ
そ
う
で
す
。
私
も
そ
の

時
が
最
高
に
嬉

し
い
気
持
ち
に

な
り
、
釣
り
の

魅
力
に
は
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

い
つ
も
競
争

を
す
る
の
で
す

が
、
本
当
に
上

手
に
釣
り
上
げ

る
様
子
を
み
て

い
る
と
、
ま
た
ひ
と
つ
趣
味
を
増
や
せ
た
と
思
い
嬉

し
い
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。
用
宗
の
港
に
時
々
行
き

ま
す
が
、「
カ
サ
ゴ
・
ベ
ラ
・
キ
ス
・
ハ
ゼ
」
な
ど

が
よ
く
釣
れ
ま
す
。
釣
っ
た
魚
は
カ
メ
ラ
で
写
し
、

珍
し
い
魚
が
釣
れ
た
ら
図
鑑
で
調
べ
て
い
ま
す
。
毒

の
あ
る
魚
も
教
え
ま
す
。
魚
の
持
ち
方
、
針
の
外
し

方
、
さ
ば
き
方
も
教
え
、
上
手
に
う
ろ
こ
を
取
り
ハ

ラ
ワ
タ
も
取
り
出
し
け
っ
こ
う
楽
し
ん
で
調
理
し
ま

す
。
出
来
上
が
っ
た
料
理
は
母
へ
の
お
み
や
げ
で
持

ち
帰
り
、
夕
食
で
は
楽
し
く
釣
り
の
話
に
花
が
さ
く

そ
う
で
す
。

　

子
供
の
時
に
楽
し
い
事
を
学
び
、
習
っ
た
こ
と

は
、
忘
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
下
の
孫
た
ち
も
ど
う

や
ら
釣
り
が
好
き
そ
う
な
の
で
教
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
瀬
戸
内
海
の
島
で
育
ち
海
は
大
好
き
、
釣
り

大
好
き
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
故
郷
は
い
つ

に
な
っ
て
も
な
つ
か
し
い
昔
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。 両手いっぱいの釣果♪

孫と一緒の釣行はとても楽しく最高の時間です
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古
く
か
ら

歴
史
文
化
が

発
展
し
た
地

域
と
し
て
知

ら
れ
る
草
薙

地
区
を
中
心

に
散
策
し
て

み
た
。

　

ス
タ
ー
ト

は
静
鉄
「
狐

ケ
崎
」
駅
、
改
札
口
を
出
る
と

正
面
に
民
謡
「
ち
ゃ
っ
き
り

節
」
の
歌
詞
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
ち
ゃ
っ
き
り
節
は

「
狐
ケ
崎
遊
園
地
」
の
開
園
（
昭

和
2
年
）
を
記
念
し
て
、
北
原

白
秋
に
よ
り
作
詩
さ
れ
た
も
の

塚
を
作
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

首
塚
稲
荷
を
後
に
し
、
元
の

道
に
戻
り
直
進
す
る
。
狭
い
階

段
を
下
り
、
そ
こ
か
ら
少
し
行

く
と
草
薙
神
社
に
着
く
。
日
本

武
尊
を
御
祭
神
と
す
る
神
社
で

で
あ
る
。
こ
の
遊
園
地
跡
地
の

た
め
池
を
左
折
し
た
先
に
久
能

寺
観
音
道
の
道
標
が
立
っ
て
い

る
。
平
川
地
〜
今
泉
〜
船
越
〜

久
能
寺
（
鉄
舟
寺
）
に
い
た
る

道
標
で
あ
る
。
右
手
に
大
型
商

業
施
設
の
イ
オ
ン
を
見
て
、
南

幹
線
の
馬
走
高
架
橋
を
登
り
切

っ
た
左
側
に
「
聖
一
国
師
堂
」

が
見
え
る
。
静
岡
茶
の
始
祖
と

し
て
知
ら
れ
る
聖
一
国
師
を
祭

っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

更
に
西
に
進
む
と
、
旧
東
海

道
と
合
流
し
た
先
に
一
里
塚
の

碑
が
あ
る
。
江
戸
日
本
橋
か
ら

数
え
て
四
十
三
里
目
の
塚
の
碑

で
あ
る
。
更
に
進
み
第
七
中
学

校
東
側
の
坂
道
を
南
に
直
進

し
、
有
度
第
二
小
学
校
を
左
手

に
見
て
、
5
分
ほ
ど
進
ん
だ
先

を
左
折
す
る
。
市
街
地
を
見
渡

せ
る
丘
の
上
に
「
首
塚
稲
荷
神

社
」
が
あ
る
。

　

社
殿
は
坂
を
登
り
、
赤
い
鳥

居
を
抜
け
た
薄
暗
い
森
の
奥
に

あ
る
。
由
来
の
言
い
伝
え
の
ひ

と
つ
は
、
日
本
武
尊
が
こ
の
地

で
戦
っ
た
賊
衆
の
首
を
埋
め
て

第１５回

聖一国師堂

首塚稲荷神社と社殿へ続く道にある鳥居
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す
。
境
内
は
閑
静
で
、
漂
う
雰

囲
気
は
神
聖
そ
の
も
の
。
こ
こ

を
後
に
し
て
、
草
薙
神
社
が
最

初
に
創
建
さ
れ
た
場
所
に
向
か

う
。
少
し
寄
り
道
し
、
県
立
大

方
面
に
向
か
い
左
手
に
「
瓢
箪

塚
古
墳
」
を
見
な
が
ら
北
進
し

草
薙
神
社
大
鳥
居
に
着
く
。
そ

こ
か
ら
30
ｍ
ほ
ど
西
側
に
「
古

宮
」
が
あ
り
、
小
さ
な
祠
と
鳥

居
が
建
っ
て
い
る
。
最
後
に
静

鉄
草
薙
駅
に
向
か
う
。
出
発
か

ら
二
時
間
の
軽
い
運
動
と
学
習

で
し
た
。（
鈴
木 

泰
造
）

参
考
資
料
／
草
薙
散
策
マ
ッ

プ
・
有
度
歴
史
散
策
（
有
度
ふ

る
さ
と
研
究
会
）

日本武尊像

日本武尊を御祭神と

する草薙神社（写真上）

境内にある御神木（写真右） 瓢箪塚古墳

今回歩いたコース
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徳
川
家
康
が
駿
府
城
で

薨
去
さ
れ
て
か
ら
四
百
年

が
経
ち
、
家
康
公
ゆ
か
り

の
地
の
静
岡
市
、岡
崎
市
、

浜
松
市
で
「
家
康
公
四
百

年
祭
」
が
盛
大
に
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。　

　

家
康
公
は
将
軍
職
を
秀

忠
に
譲
り
、
慶
長
一
二
年

（
一
六
〇
七
）
に
駿
府
に

移
り
、
大
御
所
時
代
を
迎

え
る
。
家
康
公
は
自
分
で
囲
碁
を
た

し
な
む
だ
け
で
な
く
、
実
力
の
あ
る

棋
士
を
駿
府
城
に
招
き
観
戦
し
た
と

も
伝
わ
る
。
そ
し
て
慶
長
一
七
年
、

駿
府
城
で
一
世
本
因
坊
算
砂
に
俸
禄

を
与
え
た
の
が
「
本
因
坊
」
の
始
ま

り
と
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
幕
府
公
認

の
プ
ロ
棋
士
誕
生
で
あ
る
。

　

現
在
の
本
因
坊
戦
は
実
力
制
に
な

っ
て
か
ら
今
回
が
七
十
期
と
い
う
大

き
な
節
目
を
迎
え
る
。
本
因
坊
戦
静

岡
対
局
の
前
夜
祭
で
幸
運
に
も
、
第

一
局
の
「
初し
ょ
て手

観
戦
」
の
チ
ケ
ッ
ト

を
希
望
者
に
よ
る
抽
選
で
当
た
っ
た
。

　

テ
レ
ビ
の
中
継
で
は
緊
張
の
様
子

は
見
て
い
る
が
、
生
で
体
験
で
き
る

こ
と
は
大
変
に
光
栄
で
、
得
難
い
機

会
に
胸
躍
る
思
い
だ
っ
た
。

　

対
局
は
5
月
13
日
9
時
対
局
開
始

で
あ
る
。
従
っ
て
初
手
観
戦
者
の
集

合
時
間
は
8
時
30
分
、
直
ぐ
に
浮
月

2
階
の
対
局
場
に
案
内
さ
れ
た
。
初

め
の
う
ち
は
有
名
な
庭
園
な
ど
の
写

真
を
撮
っ
た
り
し
て
い
た
が
、
対
局

15
分
前
に
は
、
携
帯
電
話
の
電
源
を

切
っ
て
く
だ
さ
い
。
更
に
撮
影
は
出

来
ま
せ
ん
と
係
員
か
ら
告
げ
ら
れ
席

に
着
い
た
。

　

席
に
着
い
た
方
は
、
立
会
人
（
一

般
的
に
は
審
判
長
）
の
石
田
芳
夫

二
十
四
世
本
因
坊
・
田
辺
信
宏
静
岡

市
長
・
朝
比
奈
豊
毎
日
新
聞
社
長
・

山
城
宏
日
本
棋
院
副
理
事
長
・
八
木

勇
日
本
棋
院
支
部
県
連
合
会
長
な
ど

18
名
で
す
。
八
木
勇
氏
は
静
岡
市
で

行
わ
れ
る
囲
碁
の
行
事
に
は
必
ず
中

心
的
な
活
動
を
さ
れ
る
方
で
、
今
回

の
本
因
坊
戦
静
岡
対
局
を
実
現
さ
せ

た
立
役
者
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
堅
苦
し
い
雰
囲
気
の

中
で
石
田
立
会
人
は
昨
日
、

駿
府
城
公
園
の
東
御
門
へ
行

っ
た
が
、
徳
川
家
康
が
将
棋

を
指
し
て
い
る
絵
が
あ
る
が
、
あ
れ

を
碁
を
打
っ
て
い
る
図
に
代
え
て
も

ら
い
た
い
も
の
だ
と
田
辺
市
長
や
朝

比
奈
社
長
と
談
笑
し
て
い
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
や
っ
て

い
る
私
は
将
棋
を
指
し
て
い
る
絵
の

前
で
将
棋
に
興
味
の
あ
る
、
お
客
様

に
江
戸
初
期
に
将
棋
の
駒
の
数
二
十

枚
を
確
立
し
た
の
は
家
康
公
で
す

よ
、
と
い
う
と
ほ
と
ん
ど
の
方
は
初

め
て
聞
い
た
と
言
い
ま
す
。
将
棋
は

イ
ン
ド
な
ど
か
ら
日
本
に
伝
え
ら

れ
、
駒
の
数
が
い
ろ
い
ろ
な
将
棋
が

あ
り
、
極
端
な
の
は
百
枚
の
駒
の
将

棋
も
あ
っ
た
。
そ
れ
を
初
め
て
京
都

に
出
向
い
た
家
康
公
は
将
棋
の
大
会

で
二
十
枚
の
駒
の
将
棋
に
の
み
賞
金

（
賞
品
）
を
出
し
た
た
め
、
二
十
枚

以
外
の
将
棋
は
自
然
に
消
滅
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
で
、

本
因
坊
戦
初
手
観
戦
の
緊
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
上
　
博

投 稿

初手観戦 特別招待券

初めての観戦に胸躍る想いでした
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囲
碁
愛
好
者
で
あ
る
私
で
す
が
家
康

公
の
将
棋
を
指
し
て
い
る
絵
は
ガ
イ

ド
の
都
合
上
、
そ
の
ま
ま
の
方
が
良

い
と
思
う
。

　

石
田
立
会
人
の
配
慮
で
多
少
、
場

は
和
ん
だ
が
、
対
局
7
分
前
に
山
下

敬
吾
挑
戦
者
が
着
席
し
、
そ
の
数
分

後
に
井
山
裕
太
本
因
坊
が
着
席
し
、

対
局
場
は
一
気
に
緊
張
状
態
に
な
っ

た
。
皆
う
つ
む
き
言
葉
は
発
せ
ず
と

い
う
こ
と
で
、
関
係
者
は
一
様
に
対

局
前
数
分
が
一
番
間
が
持
て
な
い
厭

な
時
間
帯
だ
と
い
う
。
実
感
と
し
て

な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
ほ
っ
と
し
た
の
が
立
会

人
の
そ
れ
で
は
時
間
に
な
り
ま
し
た

の
で
「
握
っ
て
く
だ
さ
い
」
の
言
葉

で
あ
る
。
握
っ
て
く
だ
さ
い
と
は
第

一
局
目
な
の
で
、
上
手
（
今
回
は
井

山
本
因
坊
）
が
白
石
を
握
っ
て
、
そ

の
石
数
が
偶
数
か
、
奇
数
か
を
山
下

挑
戦
者
が
当
て
る
。
当
た
っ
た
の
で

多
少
有
利
な
先
手
番
と
な
る
。
こ
れ

で
六
局
目
ま
で
、
交
互
に
先
手
番
が

変
わ
る
の
で
、
二
局
目
以
降
は
立
会

人
は
「
始
め
て
く
だ
さ
い
」
の
声
掛

け
と
な
る
。

　
「
初
手
観
戦
」
は
両
者
一
手
ず
つ

打
っ
て
、
対
局
が
始
ま
っ
て
も
の
の

5
分
で
あ
っ
さ
り
と
終
わ
っ
た
。
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葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

西
村
喜
三
郎

早
立
ち
の
山
へ
別
れ
の
閑
古
鳥

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

三
浦　

範
子

夏
来
た
る
一
味
濃
く
す
お
弁
当

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

望
月　

澄
子

冷
房
の
太
陽
電
池
始
動
す
る

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

西
村　

和
穂

風
鈴
の
音
な
き
夜
半
の
赤
い
月

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

由
比
藤
敏
彦

禅
寺
の
静
け
さ
に
湧
く
蝉
し
ぐ
れ

葵
区　

安
東
学
区　

互
楽
会　

鈴
木　

辰
男

紫
陽
花
は
濡
れ
て
清
が
し
き
雨
美
人

葵
区　

安
東
学
区　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

倉
戸　

照
夫

小
雨
降
る
紫
陽
花
寺
に
た
た
ず
み
て

葵
区　

安
東
学
区　

し
の
の
め
会　

朝
倉　

司
朗

風
を
受
け
二
の
腕
香
る
か
き
氷

葵
区　

安
東
学
区　

千
寿
会　

鈴
木　

健
仁

無
気
力
の
背せ
な

に
一
喝
は
た
た
神

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

松
永
安
太
郎

重
い
腰
這
い
蹲
る
野
良
仕
事

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

山
下　

利
子

重
い
腰
上
げ
て
リ
ハ
ビ
リ
動
き
出
す

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

町
塚　

慶
子

大
惨
事
行
政
重
い
腰
上
げ
る

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

赤
石　

泰
江

気
に
か
か
る
重
い
黒
雲
明
日
旅
行

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

岡　

菊
子　

消
費
税
家
計
に
重
く
の
し
か
か
り

葵
区　

一
番
町
地
区　

一
寿
会　

遠
藤　

昭
二

和
や
か
に
競
ひ
と
ぼ
し
て
鮎
料
理

清
水
区　

入
江
地
区　

木
蓮
の
会　

澤
入　

兼
男

は
ん
な
り
と
友
禅
流
し
や
京
涼
し

駿
河
区　

森
下
学
区　

長
寿
会　

望
月　

謙
吉

掘
井
戸
の
音
せ
せ
ら
ぎ
に
春
の
水

駿
河
区　

中
島
学
区　

中
島
上
寿
会　

鈴
木　

康
子

四
季
を
詠
む
　
安
倍
川
河
原
に
て

　

春
な
の
に
聖ひ
じ
り岳

の
深
雪
溶
け
ぬ
ま
ま

　

紺
碧
に
光
る
機
体
の
音
か
す
か

　

黄
昏
れ
て
消
え
ゆ
く
太
陽
奥
ゆ
か
し

　

涼
風
や
火
照
り
消
し
ゆ
く
橋
の
下

　

あ
わ
だ
ち
草
繁
殖
旺
盛
真
っ
黄
っ
黄

　

刈
田
に
て
雀
の
姿
円
舞
曲

　

銀
嶺
の
聖ひ
じ
り岳
は
る
か
に
仰
ぎ
見
る

　

濃
淡
で
見
分
け
教
え
る
雪
の
山

清
水
区　

不
二
見
地
区　

寿
会　

杉
山　

保
司

三
猿
の
諺
シ
ニ
ア
逆
さ
生
き

俳 

句

川 

柳

会

員

文

芸
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葵
区　

中
藁
科
地
区　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
葉
桜
会　

牧
野
タ
ツ
子

今
は
亡
き
母
を
思
う

　

学
も
な
く
た
だ
働
く
事
し
か
知
ら
な
い
母
だ
っ
た

　

元
気
な
時
の
母
は
野
菜
作
り
の
好
き
な
母
だ
っ
た

　

野
良
に
出
て
時
折
数
年
過
ぎ
た
母
を
思
い
出
す

　

苦
労
を
か
け
て
す
ま
な
か
っ
た
と

　

元
気
な
時
に
こ
の
言
葉
が
出
な
か
っ
た

今
日
も
一
日
働
け
た

　

私
は
働
い
て
い
る
時
が
一
番
幸
せ
で
す

　

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
健
康
な
身
体
を
あ
り
が
と
う

　

私
は
働
い
て
い
る
時
が
一
番
好
き
で
す

　

働
け
る
時
が
一
番
好
き
で
し
た

　

大
正
琴
を
は
じ
め
て
5
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
月

2
回
の
練
習
を
続
け
て
、
今
で
は
介
護
老
人
ホ
ー
ム

を
2
ヵ
所
、
慰
問
に
行
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
毎

年
敬
老
会
、
両
河
内
ま
つ
り
な
ど
で
演
奏
発
表
も
し

て
い
ま
す
。練
習
が
無
い
と
き
は
小
さ
い
折
り
紙（
一

辺
３
・
５
セ
ン
チ
）
で
小
さ
な
折
り
鶴
や
金
魚
の
つ

る
し
飾
り
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

以
前
知
人
の
入
院
見
舞
い
に
病
院
の
ベ
ッ
ド
に
飾

っ
て
も
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
の
配
慮
で
し
た

が
、
病
院
内
で
評
判
に
な
り
ま
し
た
。
１
５
０
個
ほ

ど
集
ま
る
と
ビ
ー
ズ
と
一
緒
に
糸
に
通
し
、
輪
に
つ

る
し
て
完
成
で
す
。
口
コ
ミ
で
評
判
に
な
り
、
友
人

の
大
学
生
ら
の
手
に
よ
り
東
京
都
や
富
山
県
、
米

国
、
豪
州
、
タ
イ
へ
も
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
人
の
お

役
に
立
て
て
う
れ
し

い
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
製
作
を
続
け
る
つ

も
り
で
す
。

詩

◇ 
次
回
の
発
行
は
平
成
28
年
1
月
号
（
第
22
号
）
で
す
。

◇ 
原
稿
締
め
切
り
　
11
月
16
日
（
月
）

　

・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
や
随
想
を
寄
稿
く
だ
さ
い
。

　
　
※
な
お
多
く
の
方
々
の
作
品
を
掲
載
し
た
い
た
め
１
人
１
点
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

・
楷
書
で
正
確
に
ご
記
入
下
さ
い
。

　

・
原
稿
に
は
本
文
の
前
に
題
名
・
学
地
区
・
ク
ラ
ブ
名
・

　
　

筆
者
・
電
話
番
号
も
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

・
原
稿
の
採
否
・
一
部
削
除
な
ど
は
広
報
専
門
委
員
会
に

　
　

お
任
せ
願
い
ま
す
。

　

・
原
稿
は
お
返
し
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

　
　

コ
ピ
ー
を
と
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

・
連
載
シ
リ
ー
ズ
「
静
岡
の
元
気
人
」

　
　

み
な
さ
ん
の
ご
近
所
の
「
静
岡
の
元
気
人
」
を
推
薦
し
て

　
　
下
さ
い
。
取
材
に
伺
い
ま
す
。

◇
送
付
先

　

〒
４
２
０

−

０
８
５
４ 

静
岡
市
葵
区
城
内
町
1
番
1
号

	

静
岡
市
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
3
階

	

静
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

原

稿

募

集

世
界
へ
羽
ば
た
く
折
り
鶴
た
ち

両
河
内
地
区
　
葛
沢
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
米
津
ア
ヤ
子
（
92
歳
）
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今
年
7
月
、
韮
山
反
射
炉
を
含
む

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の

世
界
文
化
遺
産
登
録
が
決
定
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
伊
豆
方
面
の
観

光
に
と
っ
て
経
済
効
果
が
期
待
で

き
る
と
と
も
に
、
静
岡
県
に
と
っ
て

も
多
大
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

波
及
効
果
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
10
月
28
日
（
水
）
〜
29
日
（
木
）
に

は
全
国
か
ら
２
０
０
０
名
の
方
々
が
静
岡
市

を
訪
れ
、
第
44
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
私
た
ち
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
県
外
の
方
々
と
の
様
々
な
交
流
が
持
て

る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
ま
す
。
会
場
の
制
約
の

た
め
参
加
で
き
る
人
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
が
、
み
ん
な
で
全
国
大
会
を
盛
り
上
げ
て

成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。（
鈴
木 

富
男
）

◎
水
上　
　

博
（
葵　

区　

横　

内
）

大
村　

明
久
（
葵　

区　

中
藁
科
）

鈴
木　

富
男
（
駿
河
区　

長
田
北
）

浦
田　
　

翠
（
駿
河
区　

中　

島
）

鈴
木　

泰
造
（
清
水
区　

有　

度
）

清
水　

惠
代
（
清
水
区　

両
河
内
）

◎
は
委
員
長

　

6
月
16
日
（
火
）、
中
国

浙
江
省
中
長
期
調
査
員
と
し

て
約
1
カ
月
間
静
岡
に
研
究

の
た
め
滞
在
し
て
い
る
趙
世

平
さ
ん
が
老
人
ク
ラ
ブ
の
実

態
調
査
の
た
め
訪
問
さ
れ
ま

し
た
。
趙
さ
ん
は
、
同
省
弁

公
庁
総
合
一
処
副
所
長
で
省

長
直
属
の
機
関
と
し
て
省
の

総
合
的
な
調
整
事
業
に
参
画

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
日
本

の
優
れ
た
高
齢
化
対
策
の
事

例
を
学
ぶ
た
め
来
日
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
三
区
支
部
の
会
長

が
対
応
し
ま
し
た
。
中
国
に
は

官
製
の
高
齢
者
の
組
織
は
あ
り

ま
す
が
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
よ
う

な
任
意
の
組
織
は
無
く
、
大
変

興
味
を
も
た
れ
ま
し
た
。
特
に

会
員
か
ら
会
費
を
集
め
、
そ
れ

を
も
と
に
多
く
の
自
主
的
な
活

動
を
し
て
い
る
こ
と
に
関
心
を

持
た
れ
ま
し
た
。

　

お
配
り
し
た
「
市
老
連
だ
よ

り
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
の
写

真
を
熱
心
に
ご
覧
に
な
り
ま
し

た
。
会
合
は
和
や
か
な
雰
囲
気

に
終
始
し
、「
日
中
両
国
国
民

は
、
仲
よ
く
お
付
き
合
い
し
ま

し
ょ
う
」
と
笑
顔
で
固
い
握
手

を
さ
れ
て
、
お
帰
り
に
な
り
ま

し
た
。

日
本
の
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て
学
ぶ

編集後記◇
ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　

「
市
老
連
だ
よ
り
」
発
行
に
際
し
ま
し
て
、
ご
協

賛
頂
き
ま
し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
本
紙
は
会
員
の
さ
ら
な
る
健
康
増
進
、

生
き
が
い
の
向
上
、
会
員
相
互
の
親
睦
な
ど
を
願
っ

て
発
行
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

浙江省調査員が当連合会を訪問

葵区支部会員狩野きみよ

様から、心あたたまるご

寄付をいただ

きました。あ

りがとうござ

いました。

寄付のお知らせ

三区支部会長と積極的な交流をする趙世平さん


